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研究成果の概要： 
新統計法と経済統計の視点から，統計作成機関の抱える問題を検討し，今後の総合的な利用に

関わる論点を整理した．特に地方統計組織・地域データ作成の現状と問題点，国の統計機構の

問題点と今後の展望，政府統計の二次的利用の問題を検討した．国民経済計算に関しては，工

業統計・生産動態統計の適切な活用方法，家計調査との貯蓄率の比較を行った．また，各省が

作成する統計の高度な利用例，複雑な推定法の精度に関する理論的検討を実施した． 
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１．研究開始当初の背景 
官庁統計が作成される最大の目的は政策の
企画立案であり、調査対象者の負担を最小限
に抑えながら必要な情報を入手できるよう
に設計されている。一方で、十分な精度を確
保できるように設計された統計であること
から、当初想定された政策目的を超えた問題
に対しても貴重な情報が収集されている。海
外のいくつかの国においては、公的統計の情
報を利用できるような体制が構築されつつ
あるが、わが国においても、新しい統計法の
成立を想定して、公的統計のデータアーカイ
ブを構築し、その有効活用が望まれている。 

２．研究の目的 
官庁統計を当初の作成目的を超えた問題に
対して利用するためには、被調査者の個体情
報を保護しながら、一方では研究目的のため
に必要とされる詳細な情報を利用できるよ
うな体制を構築しなければならない。そのた
めに前提となるのが、公的統計のデータアー
カイブである。 

本研究は、ミクロデータの利用を前提とし
て、従来は集計・分析されてこなかった形式
での官庁統計の分析方法を提案するととも
に、具体的な例に対して新たな分析手法の有
効性を検証することを目的とした。 
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３．研究の方法 
研究の開始に当たって、ミクロデータの公開
利用に関する問題点を整理し、必要なデータ
を準備できるように計画した。その上で、以
下の課題ごとに分担して研究を進め、定期的
な研究会において全員で検討する方法をと
った。 
 
(1) 統計制度・主要官庁統計の検討 
美添を中心として、各府省の統計作成部局の
知見を得ながら、調査・集計・公表の過程を
経た統計資料を、将来的に有効に活用するた
めの問題点を整理することとした。合わせて
代表的な加工統計である国民経済計算につ
いて、他統計との比較、基礎資料の的確な利
用方法を検討することを計画した。 
 
(2) 世帯統計・消費行動の分析 
世帯に関する複数の調査や異時点の調査結
果を総合的に利用するためには、統計に関す
る照合技術が有効である。そのために、これ
まで美添・椿などによって行われた研究成果
を整理し、統計理論の視点からその有効性を
検討する。 

この手法によって利用可能となったデー
タを対象として、消費行動のコーホート分析
など、研究分担者が従来から続けてきた各種
の経済分析を拡張することを計画した。 
 
(3) 官庁統計の高度な利用方法と理論的研究 
労働力調査、全国物価統計調査などを対象に
して、複雑な推計のための統計的手法を理論
的に検討することとした。 
 
(4) 以上の計画を実現するために、定期的な
研究会を開催し、各研究分担者が研究の進捗
状況を相互に確認するとともに、主要な統計
データに関する知見を共有する機会を設け
た。 
 
４．研究成果 
研究の方法で示した項目ごとに、以下のよう
な成果を得ている。 
 
(1) 統計制度・主要官庁統計の検討 
研究期間の中間時点で、日本の統計行政の基
本である統計法が改正された。国および地方
の統計機構が果たすべき役割、統計データの
有効活用などに関するわれわれの研究成果
の一部は、新たな統計制度を構築する上での
参考とされた。また、OECD の会合で、日本
の統計の高度利用の例として幸福の測定に
関して講演を行った。 

国民経済計算については、従来からの共同
研究者や国の統計作成機関と協力した検討
により、いくつかの問題点を整理できた。 

 
(2) 世帯統計・消費行動の分析 
世帯に関する公的統計を有効に活用するこ
とによって、喫煙行動、在宅介護など、いく
つかの具体的な経済問題について解明でき
た。また集計データとの比較と経済理論の整
合性も検討した。 
 
(3) 官庁統計の高度な利用方法と理論的研究 
所得分布などの精度を評価することは、平均
や合計などに比べてはるかに複雑な問題で
あるが、元山は統一的な理論的結論を得た。
このほか、西郷による誤差の評価、樋田によ
る無回答処理も、今後の官庁統計の集計・公
表に直接的に活用できるものである。 
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